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武田勝頼の涙

日本住血吸虫の話
社会医療法人大成会福岡記念病院 ．ム
感染制御部部長 1 向野賢iロ

2017年9月に、筆者らが主催するHICA（博多インフェクションコントロ ー ルフォ ー ラム）セミナ ー

が福岡県久留米市で開催されました。箪者はいつも開催地に関連した感染症の話題を見つけて紹介し
ていましたが、知人から久留米はかつて「日本住血吸虫の生息地」であったことを聞き、これをテー
マにすることにしました。
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I武田勝頼と小幡昌盛

現在の山梨県、甲斐国の戦国武将武lllll券頼をご

1fじでしょうか？彼は武Ill信玄の息 r・ （後紙者）

で、織川恰長・徳川家康に滅ぽされました。この
こうよ•; （

・

人

ときの武田｛ふ玄．勝頓の合戦を描いた、「旧場軍

品」という武Ill氏の軍分研があり、II本住lfll吸虫

1」,l・：を記録した蔽占の文献であるといわれていま

す。この本で描かれている息者第1りは、ポ愉点 ii
1,11 

盛という武IJ111券頼の部ドです。

小幡I1 ＼盛は、1561（水緑4)年の川中島合戦の

とき、父・虎盛とともにif畔lt城（現在の松代城）

を守りiti羅しました。その後、倍玄の怒りを買っ

て切版を命じられましたが、武U:Ill券頼や-1:).il 1
1 紐

の懇顧により赦免されました。勝頓の部下として

昌盛は力猛な武将（武111二1•四将の一 人）となっ

ていきましたが、1575（大」I：3)年の長篠の合戦

で敗北して以降、勝頼の巡は尽きていきます。

1582（犬l| ．
．

． 10)年、織Ill·徳川述合軍が武HI領

に佼攻します（甲州征伐）が、 l 11 盛は「爪い1因

気」のため参戦できませんでした。勝頼は）廿城・

新］（寸城を脱出し、り'l(．fへと落ち延びていきまし

た。甲斐蒋光寺に身を寄せていた勝頼のところ

に、片盛は1酋を押してかごに乗りIll及乞いにやって

きました（表1）。片盛はこの31―1後に死亡、その

■表1 甲陽軍鑑（品第五十七）

……次に、小幡3}後守善光寺前にて土屋惣蔵を奏者に憑 、 御目兄仕。
立後、 巳の年霜月よリ煩．積緊の脹湛なれ共 、 籠輿に来今生の御暇乞と申。
勝頼公卯涙を流され、か様に時節到来の時 、 其方なども病中是非に及ばず候

と卸下さるヽ ・・・・・・

〈現代語訳〉
小幡豊後守呂盛 は善光寺前にて土屋惣蔵に取り次いでもらい 、 勝頼公にお目

にかかった。「私は1579（天正7)年11月より病気になり 、 腹部膨満になって
しまいましたが、 かごに乗ってこの世のお別れに参りました」と申し上げた。

勝頼公は涙を流され、 「このような大変なときが来たのに、 あなたも病気に
なってしまったとは仕方のないことだ」とおっしゃられた。
＊小幡昌盛の子 、 景憲が「甲阻軍鑑Jの作者であるといわれています。
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5日後、武1:1:1勝頼は夭n山で自刃、七屋惣蔵(t

犀昌続の弟）は討死しました。

II 研究の先駆者たち

小幡昌盛がかかった直い病気（日本仕jill吸虫

症）は古くから山梨県の「地方病」として恐れら 

れていましたが、明治時代になってようやく本格

的な原因追究が始まりました。

1897（明治30)年、医師・吉岡順作は山梨県下

では初の事例となる病理解剖を行い、肥人した/j千

臓の表面に白い斑点が多数、1ば在するのを確認しま

した。 通指のJlT硬変と楳なり、Jjf臓の表面には白 

色を喘·びた級維様のものが付苅し、Jj也大化した1"l 

脈には多数の I判塞部位が認められました。

1900（明治33)年、内科llrJ業l区・ ＝． 神二[!}]は樅息

した複数息者の便から、今までに見たことのな
い人型の虫卵を見つけました。II本住llll吸虫症が

「奇生虫病」であることが明らかになってきまし

た。

岡山l医学専門学校（現・ 岡山大学医学部）の病

理学教授であった桂且l富士郎は、便中に虫卵は認、

めても脊生虫本体が見つからないことから、「門

脈に寄生しているのではないか」と考えました。

1904（明治37)年、三神三朗より預かった、おIlg

が1l舟れて死んだネコの解剖検体（肝臓、/j易）を岡

山の研究室に持ち帰り、調べました。 そしてネコ

のl"i脈内から、 オス24l!f、 メス8匹、そのうち雌

雄抱合しているもの5対の、合汁321本の生きた虫

体をついに見つけました。 これが1_1本1•且ll吸虫

(Schistosoma japonicum) の発見で す（ 図1)。

さらに桂田はネコの虫卵、‘が生虫の卵巣内部の虫

卵、死亡息者から見つかった虫卵が1lijじものであ

ることを確認し、 日本住Jfll吸虫と地方病との!!I果

1対係を立証しました。

■図1 日本住血吸虫
細長いヒモ状の吸虫。 メス（辛）は黒褐色で細
長く(15~25mm) 、 オス（ク）はメスよりも淡
い色で太くて短い(9~18 mm)。 つねに雌雄一
体（雌雄抱合）になって生活する。

II ミヤイリガイ（宮入貝）の発見

1910（明治43)年、 Fl本住Jfll吸虫症は水中で経

皮感染することが明らかになりましたが、虫卵を

孵化させたミラシジウムに感染力はありませんで

した。

1911（明治44)年、伝染病研究所の宮川米次は

感染実験動物の静脈lfILの中に、ミラシジウムとは

形態的に異なる幼虫を確認しました。 それは吸虫

類において成虫になる1つ前の段階、窃生虫学用

語でセルカリアと呼ばれているものでした。 セル

カリアには感染力があります。 虫卵から孵化した

ミラシジウムと皮］Iりから感染するセルカリアとで

は、形態、形状が異なることが判明し、 H本住lfll

吸虫が成虫に至る過程には中IHJ1廿主が必要である

ことが明らかになりました。 ここから中1/IJ宿主探

しが始まります。

1913（大」［2)年、 九州帝国大学教授の宮入脱

之助（長野市松代町出身、東大卒）は佐賀県島栖

市の用水路でついに中liil1ti上ミヤイリガイ（淡水

廂巻貝、体i支8mm) を発見します（図2、 3)。 虫

卵→ミラシジウム→ミヤイリガイ（中間術主）→ 

スポロシスト→セルカリアという、すべての過程
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■図2 宮入先生学勲碑（登者揖影、
2017年）

宮入慶之助がミヤイリガイを発見した地
（佐賀県烏栖市曽根崎町の墓里運動公園）
に立っている。

（生活環）を解1リlしました（図4)。

これは大変な業紹です。 ミヤイリガイを絶滅さ

せれば、 日本住血吸虫症は発生しないことになり

ます。 ここにLI本住J[IL吸虫症の感染対策の原理が

確立したのです。 この発見の後、 悔外ではピルハ

ルツ住血吸虫の中1iil宿主（モノアラガイ）、 マン

ソン住血吸虫の中llll1首主（ヒラマキガイ） が次々

に見つかりました。

こうしてヒトに感染する吸虫類の中lliJ術主の多

くが淡水産巻貝を中心にする軟体動物であるとい

う、 現代の寄生虫学の基礎ができたのです。 ノ ー

ベル伐級の仕事と思われませんか。
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■図3 宮入慶之助がミャイリガイを
発見した用水路の現在の状況（筆者
揖影、 2017年）

佐汽県鳥栖市曽根崎町の基里運動公園付
近。

II おわりに

日本住J(IL吸虫の文献(1りに日本で最初の息者、 小

幡昌盛は川中島合戦のとき、 松代城を守る武将で 

した。 日本住Jfil吸虫の中IUJ紺主ミヤイリガイの発 

見者、 宮入脱之助は長野市松代町出身です。

「松代の地を通して、 小幡昌盛の無念が宮入I必 

之助に伝わり、イ1',:;大な発見を生んだのではない 

か••…」とそんな空想をめぐらさずにはいられま

せん。 また、 武田勝頼は織LI�.徳川に滅（まされた 

悲巡の武将ですが、 部下息いの心優しい而があっ 

たことも矢llりました。




